


　神奈川は、緑織り成す箱根や丹沢の山並み、多摩川、相模川、酒匂川などの河川、

相模湖、津久井湖、丹沢湖などの湖、相模湾や東京湾などの海岸線、台地・丘陵部の

田園や里山などの豊かな自然が、美しい景観の基盤をつくっています。

　

　神奈川には、武家政権誕生の古都鎌倉、戦国時代に関東一円の拠点となった城下町

小田原、県土を貫く東海道などの街道沿いの宿場町など、現在でも歴史的なたたずま

いが残されています。さらに、近代化の先駆けとなった東京湾沿岸地域や、保養地と

して発展した相模湾沿岸地域などには、様々な様式の近代建築物や産業遺構が現存し

ています。これらの歴史資源は神奈川の景観に奥深さを与えています。

春木径（南足柄市） 鶴岡八幡宮
（鎌倉市）※ 2

丹沢湖
（山北町）※ 1
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　神奈川では、丹沢・箱根の山岳部の林業、丘陵・台地・平野部の農業、海辺の漁業などの生業

が営まれているとともに、京浜臨海部や県央部には製造業が多く集積しています。また、横浜や

川崎の大都市をはじめとして、県内各都市の中心市街地には多くの人が集まり、賑わいを見せて

います。これらの多彩な産業活動が、各地域の景観を特徴づけています。

　人口 880 万人を擁する神奈川には、自然と共生している里地里山の集落、別荘地・保養地から

発展してきた湘南地域の良好な住宅地、鉄道の発達に伴い開発された住宅地、都心の集合住宅地

など、個性豊かな住環境が各地に形成されています。

みなとみらい地区
（横浜市）

鵠沼地区
（藤沢市）
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あじさいの咲き誇る農道（開成町）※1 三浦半島の入江の連なり（三浦市）

山水景観をなす丹沢湖
（山北町）※2

箱根のやまなみ
（湯河原町）

秦野盆地に広がる農地
（秦野市）
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開港の地に建つ神奈川県庁本庁舎 
（横浜市）

趣きのある邸宅・庭園が多く存在する地区
（大磯町） 港の歴史を物語る貴船祭（真鶴町）

古都鎌倉の中心の鶴岡八幡宮（鎌倉市） 城下町の中心となる小田原城（小田原市） 東海道の箱根関所（箱根町）

「魅力ある景観づくり指針」（P.13「『魅力あ
る景観づくり指針』と市町村の景観づくり
の取組み」参照）の「中世の景観」「近世の
景観」「近代の景観」を基に、現在でも歴史
景観が残っている地域を中心に記載
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アースカラーを基調とした早川城山の街並み
（綾瀬市）

緑豊かな八菅橋周辺の集落の街並み※（愛川町） 公園の花壇づくり（厚木市）※4

人口集中地区(Densely Inhabited District) 
…人口密度 40人 /ha 以上のエリアが一
体として人口 5000 人以上まとまってい
る地区

平成 17(2005) 年
神奈川県都市計画基礎調査解析報告書

旧鶴間宿の趣きを感じさせる街並み※（大和市）

日本大通り（横浜市） ※「かながわの 50 選、100 選」参照　　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/tosiseibi/machi/keikan/50sen_100sen/50sen_100sen_index.htm5



都市景観と調和した相模湾の漁港風景 
（小田原市）　

伝統的産業が創り出す景観
～砂浜で海藻を干す風景（葉山町）

京浜臨海部の大規模工場が創り出す景観
（川崎市）

賑わいを見せる観光地の景観
～江の島の門前町（藤沢市）

新しい賑わいを創出する試み
～日本大通りのオープンカフェ（横浜市）

平成 12(2000) 年
神奈川県都市計画基礎調査

四季折々の彩りを見せる果樹景観※1

（松田町）
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「神奈川県景観条例」（P.9「県の取組み」参照）に基づいて策定された「神奈川景観づくり基本方針」

では、地勢や地域の景観特性、「かながわ都市マスタープラン」などの上位計画・関連計画を踏まえ、

景観域と景観軸により、景観のグランドデザインを設定しています。

景観域と景観軸ごとの基本方向は、市町村の景観形成の目標を設定する際や、県による広域景観づく

りの際の、景観づくりの基本となるものです。

景観域と景観軸広

域

的

な

景

観

づ

く

り

やまなみ・酒匂川景観域

丹沢山麓景観域

《景観づくりの基本方向》

里地里山の保全

土地利用の整序による景観形成　　

相模川を中心とした平野と、 丘

陵 ・ 台地や河岸段丘からなる地

域で、 水と緑の豊かな景観が残っ

ています。

一方で、 鉄道駅や幹線道路周辺

の宅地化も進んできています。

三浦半島景観域湘南景観域

東京湾岸景観域

多摩丘陵景観域

《景観づくりの基本方向》

山のみどりの保全

地域資源を活かした観光拠点の 

景観形成　

《景観づくりの基本方向》

良好な風致景観の保全

拠点都市の景観形成　　

《景観づくりの基本方向》

水とみどりが調和した景観

の保全

住宅地の景観形成　　

《景観づくりの基本方向》

大規模緑地などの保全

既成市街地の特性を活かした景観形成

　

東京多摩地域からつながる丘陵部で、 大

規模な緑地が多く残されています。

宅地開発が進んでいますが、 戦前の住宅

地や、 計画的に開発された住宅地や団地

などは、 落ち着いた街並みを見せています。

《景観づくりの基本方向》

魅力的な水辺景観の創造

歴史を活かした都市空間の創出や 

中心市街地の景観形成　

川崎、 横浜、 横須賀の高密な都心市街

地や工業 ・ 港湾施設が連担しています。

明治以降の近代化に伴う歴史遺産や産

業遺産が多く集積しており、 臨海部の新

しい魅力となっています。

《景観づくりの基本方向》

豊かな自然環境と都市機能の調和

周辺地域のまちづくりとの連携　

県土を縦断している多摩川と相模川、 酒

匂川の三つの大河川を、 「多摩川軸」 「相

模川軸」 「酒匂川軸」 に設定しています。

港湾施設や工場などの人口海岸の連なる

東京湾沿岸を 「みなと軸」、 自然海岸の

連なる相模湾沿岸を 「なぎさ軸」 に設定

しています。

東京多摩地域から三浦半島まで連なる緑

豊かな多摩三浦丘陵を 「多摩三浦丘陵

軸」 に設定しています。

《景観づくりの基本方向》

歴史的風土や大規模緑地などの保全

丘陵部の農地や入江に面したまちなみ

の景観形成　

相模原台地・相模川景観域

県を代表する観光スポットである
芦ノ湖（箱根町）

神奈川の水源のひとつである
宮ヶ瀬湖（清川村）

砂浜海岸と背後の丘陵（二宮町）

近代政治の舞台となった旧吉田邸 
（大磯町）農地・緑地の広がるエリア（中井町）

農業地帯の中の集落に沿って
流れる渋田川の芝桜（伊勢原市）

披露山からの眺め（逗子市）

産業遺産である浦賀のドックでの
イベント（横須賀市）戦前に開発された住宅地の街並み

（横浜市）

相模川周辺平野部のひまわり畑
（座間市）

工場の敷地内でのアートイベント
（川崎市）

計画的に開発された
商店街の街並み（川崎市）

景観軸

相模川の支流である鳩川の桜並木
（海老名市）※ 3

相模川
（平塚市・寒川町）

多摩三浦丘陵に位置する
　円海山（横浜市）

丹沢 ・ 箱根などの山岳地域には、 「や

まなみ五湖※」 があり、 相模川、 酒匂

川水系の源流域となっています。

温泉や登山などの観光地として親しま

れています。

古くからの農業地帯で、 現在でも県内

有数の農業生産地です。

一方、 首都圏の拡大に伴い、 市街地

の整備も進んでいます。

相模湾の砂浜海岸と、 その

背後の斜面緑地が特徴です。

江戸時代の東海道にはじま

り、 現在も多くの鉄道や道路

が地域を貫いています。

明治中期より、 別荘地・ 保

養地として発展し、 現在でも

歴史的なたたずまいが残る

閑静な住宅地が多く存在しま

す。

湘南海岸はマリンスポーツリ

ゾートとしても有名です。

中世に歴史の舞台となった半島には、 古

都鎌倉をはじめ各地に多くの歴史的文化

資産が残されています。

多摩丘陵から連なる丘陵部には多くの農

地や緑地が存在しています。

三浦半島の南部および西部のリアス式

海岸には、 多くの漁港やマリンリゾート施

設が存在します。

湘南海岸（大磯町・二宮町）

～「神奈川景観づくり基本方針」より～

※やまなみ五湖 ：相模湖、 津久井湖、 奥相模湖、 
　　　　　　　　　　丹沢湖、 宮ヶ瀬湖

漁港からの夕焼け（横須賀市）
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神奈川県 市町村

＜各主体の役割＞

＜県の主な取組み＞

県民・事業者のみなさん

吾妻山公園（二宮町）

かながわの魅力ある景観づくり 
シンポジウム～平成18（2006）年開催 国道134号
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平成 19(2007) 年 9月現在
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相模川高田橋
（相模原市）※ 2

旧東伏見宮別邸
サロンコンサート
（葉山町）

※ 4
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清掃活動の様子
（湯河原町）

国土交通省作成資料より
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片瀬山の夕日（藤沢市）13



14



15



16



17



18



発行日　平成 19(2007) 年 9月
発　行　神奈川県県土整備部都市整備公園課
編　集　株式会社山手総合計画研究所
本パンフレットに掲載の写真・イラストなどの 
無断複写（コピー）・複製（転載）を禁じます。

発行発行発行発発発行行 成 年年年




